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Abstract 

Our study target is the recurrence formula between contiguity 3 clauses whose characteristic 

equation’s solutions are imaginary number. 

We made a computer program to analyze it and we studied what fixes the value of general 

term through its data.   

１ 目的 

  隣接三項間漸化式 𝑎𝑛+2 + 𝑝𝑎𝑛+1 + 𝑞𝑎𝑛 = 0 の特性方程式 

𝑥2 + 𝑝𝑥 + 𝑞 = 0 が虚数解 𝑥 = 𝑟(cos 𝜃 ± 𝑖 sin 𝜃) をもつ場合 

に、一般項 𝑎𝑛 がどのように表されるか、またその数列の 

性質を調べる。 

２ 方法 

（１）マイクロソフトのエクセルを利用して隣接三項間漸化 

式から各項を計算するプログラムを作り、特性方程式が 

虚数解をもつような係数を代入して計算させる。 

（２）その結果をもとに規則性を推測し、性質を考える。 

また隣接三項間漸化式の一般項を三角関数や複素数平面 

の知識を利用して求める。𝑛 を拡張することを考え、実 

数範囲まで拡張し、グラフを作成する。 

３ 結果 

  特性方程式が虚数解をもつ隣接三項間漸化式の一般項は、初項𝒂𝟏、第２項𝒂𝟐、複素数の絶対値を 

𝑟、偏角を 𝜃 とすると、𝒂𝒏 =
𝒓𝒏−𝟐𝐬𝐢𝐧(𝒏−𝟏)𝜽

𝒔𝒊𝒏𝜽
𝒂𝟐 −

𝒓𝒏−𝟏𝐬𝐢𝐧(𝒏−𝟐)𝜽

𝒔𝒊𝒏𝜽
𝒂𝟏 と表すことができた。このことか

ら、𝑛 →∞ のとき 𝑟 の値によって数列 {𝑎𝑛} の値が発散もしくは収束することが分かる。また、一

般項に三角関数が含まれているため、値が周期的に現れると考えられる。 

４ 考察 

  現在、𝑛 を実数まで拡張し関数として考えることで、グラフを作成しようと考えている。しかし、

得られた一般項が実数の範囲において成り立つかどうかまだ分からないため、検証する必要がある。 

５ 結論 

  三角関数や複素数平面の考え方を用いて、特性方程式が虚数解を持つ隣接三項間漸化式の一般項

を求めることができた。今後は 𝑛 を実数まで拡張し、グラフを作成したい。 
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